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図1　（A）下顎法　（B）上顎法
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図2　仮想咬合平面と人工二歯列咬合平面との関係
　　　1567の排列位置（側面観）
A：‘3　B：‘4　C：5　D：16の近心咬頭
E：7の近心咬頭
図3：仮想咬合平面から臼歯部各人工歯の頬側咬
　　頭頂までの距離
B
A
　　　　側方調節醤曲
A　上顎第1小臼歯　B：ヒ顎第2・」・臼歯
C：上顎第1大臼歯　D：上顎第2大臼歯
　　　図4：側方調節湾曲
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てから，切歯指導釘を持って咬合器の上弓を静か
に閉じ，測定面と蝋堤が軽く接するようになるま
で人工歯の位置を調整する．この時，上顎蝋堤を
傷つけないようにする．図11は，下顎左側第1小
臼歯頬側咬頭頂と咬合平面との距離を計測してい
るところでゲージの位置は図12の状態が基本で
ある．
　図13は，同一人工歯の舌側咬頭頂部の距離を計
測しているところで，ゲージは咬合器の後方から
挿入する．舌側の場合は図14の様に左手で咬合器
を把持し，やや傾斜させてゲージを使用するとよ
し・．
　図15は，下顎左側第1大臼歯の近心頬側咬頭頂
部での距離を計測しているところで，図16は近心
舌側咬頭頂部で計測しているところである．
　図17，図18は，このようにして排列した左側の
人工歯列を示し適切な調節湾曲が与えられてい
る．同様にして反対側の人工歯排列を行う．反対
側は図19のように右ききの人には，やや，やりに
くい点がある．これも，図20のように咬合器を把
図5：下顎右側第1小臼歯頬側咬頭頂の咬合平面
　　　との距離をプラスチックルールで確認して
　　　いるところ．
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持して後方から見るようにするとやり易い．舌側
も図21のように咬合器を把持してゲージを後方
から挿入すると確認しやすい．図22は頬側咬頭頂
部で左手で計測しているところである．
　図23，図24は，排列の完了した下顎人工歯列弓
を示している．適切な前後的および側方調節蛮曲
が与えられている．
　図25は，前述したように，このスペースゲージ
を切歯指導釘の挙上量測定に使用しているところ
である．
結 語
　従来より，総義歯人工歯排列に際し，調節蛮曲
を与えるための人工歯の位置決定法には，画一的
で確実なものはなく，各自が適当に行っていたよ
うである．このスペースゲージを学生に使わせて
みて，また我々も臨床に応用してみた結果，早く，
正確に，しかも容易に行うことができることを確
認したので，今後，広く紹介していくつもりであ
る．
図7　スペースゲージ
図6：図5と同様である
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図8　図7を扉状に開いたところ
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図9　必要なゲージ1枚取り出し把持していると
　　　ころ
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図10：tr’・・一ジの使用方法．ゲージ測定面を咬合平
　　　面と平行になるようにする
図11：下顎左側第1臼臼歯頬側咬頭頂と咬合平面
　　　との距離
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図12：基本的なゲージの位置
図13　図11の舌側咬頭頂と咬合平面までの距離
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図14：舌側は左手で咬合器を把持し、やや傾斜さ
　　　せる．
図15：下顎左側第1大臼歯の近心頬側咬頭頂と咬
　　　合平面との距離
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　図16：図15の近心舌側咬頭頂部の計測
図20：図19の場合は咬合器を把持して後方から見
　　　るようにすると使い易い
図17：下顎左側の人工歯列
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図18：図17の前方面観
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図21舌側における計測
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図19：反対側でのゲージの使用
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図22：頬側咬頭頂部を左手で計測しているところ 図23：排列の完了した下顎人工歯列弓（右前方面観）
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図24：図23の左前方面観 図25：ゲージを挙上量の計測に用いているところ
